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参加無料
事前申込必須

オンライン視聴申し込みはこちら
※公式HPからも申し込みできます。

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

主催 高知県 高知県 林業振興・環境部 林業環境政策課
〒780-0850 高知県高知市丸ノ内1-7-52　TEL 088-821-4586  FAX 088-821-4576

お問い
合わせ 協働の森フォーラム

キープディスタンス手の消毒 マスク着用

高知から始める
脱炭素社会の実現
～ いま企 業 や 自 治 体に求められ ていることとは～

パネルディスカッション

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、座席数の制限・フォーラムの内容変更・中止をする場合があります。

高知の森から
生まれた木製品展
協力 ぷらっとホームMoku

展示コーナー

ブローチ

アンケート
回答者プレゼント

開会挨拶  感謝状進呈13:00
基調講演13:40

開場12:00

パネルディスカッション15:１0
閉会17:00
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生物学者／早稲田大学名誉教授

池 田 清 彦 氏

基 調 講 演

未来に向けた環境づくり
～地球のこれからを考える～



基 調 講 演

井上 孝志氏
四万十町
四万十町長 中尾 博憲氏

井上石灰工業株式会社
代表取締役社長

～いま企業や自治体に求められていることとは～

北 泰子氏
高知機型工業株式会社
取締役副社長

　創業1965年の「型」の総合
メーカー。自動車、建設用・農業
用機械、造船など様々な産業機
械の部品を生み出す型づくりで
社会に貢献。「働き方改革」と
「SDGs」を積極的に推進し、
SDGs17項目全てに取り組む高知
におけるSDGsのトップランナー。

　明治17年創業。高知で採取された石
灰を活用し、農業・食品・医療・自動車分
野から最新の工業分野にわたって幅広
く製造を行っている。本事業の活動では
「井上石灰１３０周年の森」と銘打ち、未
来につなげる取組として手入れの行き届
かない森林の再生・整備を支援、社員と
その家族を対象に、間伐体験交流会を
実施。本年「こうちSDGｓ推進企業」に登
録、持続可能な地域社会づくりに貢献。

　四万十町は、総面積の87％を森林が占
め、四万十ヒノキをはじめ優良木材の産地
として知られ、低コスト作業路網（四万十式
作業道）による素材生産量の確保や人材育
成等町独自の施策に加え、町有林で取得す
るSGEC森林認証制度による持続可能な
森づくりに取り組んでいる。現在は、四国電
力株式会社との「四万十よんでんの森」、
コクヨ株式会社との「四万十・結の森」の
2社とパートナーズ協定を締結し、森林学習
やモニタリング調査など継続的に取り組む。

高知龍馬空港から車で約25分航空機

JR高知駅から路面電車に乗換、はりまや橋
電停で下車、朝倉・いの方面行きに乗換、
県庁前電停で下車約3分

鉄道・路面電車

追手筋

江ノ口川

はりまや橋県庁前

高知城
県庁
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ア ク セ ス

コーディネーター

高知大学 農林海洋科学部 農林資源環境科学科長

京都大学（農学研究科 林学）修士課程修了後、京都大学 農学部助手を経て
1996年より高知大学 農学部に。林業工学、および森林利用学を専門とし、最近
では循環型社会の形成に向け、木質バイオマスのエネルギー利用や広葉樹林も
含めた森林の整備と利活用に関する研究を進める。

鈴木 保志氏教授

協定10周年企業

高知から始める
脱炭素社会の実現
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未来に向けた
環境づくり

～地球のこれからを考える～

東京教育大学理学部生物学科卒、東京都立大学

大学院理学研究科生物学専攻理学博士。山梨大

学教育人間科学部教授、早稲田大学国際教養学

部教授を経て、現在、山梨大学名誉教授、早稲田

大学名誉教授、高尾599ミュージアム名誉館長を

務める。専門の生物学分野のみならず、科学哲

学、環境問題他幅広い分野に関する80冊以上の

著書を持つ。TV・新聞・雑誌等多方面で活躍中。

パ ネ ル ディス カッション

知っておきたいこと、　  だくさん。知っておきたいこと、　  だくさん。
　県土の84％が森林に覆われ、日本一の森林率を

誇る高知県は、全国に先駆けて森林環境税や四万

十川条例の制定をはじめ、早くから森林環境の保全

対策に積極的に取り組んできました。

　2005年度からは「協働の森づくり事業」をス
タート。環境先進企業・団体の皆様、市町村等、そして高

知県の間で「協働の森パートナーズ協定」を締
結し、手入れの行き届かない森林の再生を進めて

います。

　また、2007年度の京都議定書の締結を受けて、

全国で初めて森林の「CO2吸収証書」を発行。さら

に、2030年までに国際社会の共通目標としてSDGs

の達成が求められる中、2020年12月には知事が

2050年のカーボンニュートラル、すなわち脱炭素
社会の実現を目指すことを宣言しました。

　高知県では「協働の森づくり」の推進が、地球環境を

守るための課題解決の行動の一つであると考え、今後

も“森林県”として環境先進企業・団体の皆様や市町村

等と手を携え、森林の再生に取り組むとともにその重

要性を発信し続けます。

池田 清彦氏
生物学者／早稲田大学名誉教授


